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皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
町
行
政
の
発
展
推
進
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に
ご
努
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
け
る
差
別
書

き
込
み
や
、
各
市
町
村
行
政
へ
の
差
別
電
話
・
差
別
投
書
な
ど
が
数
多
く
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
ケ
ー
タ
イ
」
に
か
か
わ
る
人
権
侵
害
事
象
が

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
の

進
歩
発
展
は
く
ら
し
を
高
め
る
、
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
常
生
活
の
不
安
や
い
じ
め
、
誹
謗
中
傷
に
つ
な
が
る
状
況

が
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
差
別
事
象
が
な
お
存
在
し

て
い
る
こ
と
や
、
今
日
増
加
傾
向
に
あ
る
児
童
・
高
齢
者
虐
待
、「
障
害
者
」

差
別
、
学
校
内
外
で
の
「
い
じ
め
問
題
」
等
々
、
個
別
の
人
権
侵
害
へ
の
取

組
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
・
団
体
が
よ
り
連
携

を
密
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
急
の
課
題
で
す
。

今
一
度
私
た
ち
は
、
人
権
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
い
、
自
己
の
意
識

を
ど
う
変
革
し
て
き
た
の
か
を
厳
し
く
問
い
返
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
地
域
社
会
を
見
つ
め
、
人
権
侵
害
の
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
差
別
の
撤
廃
と
人
権
尊
重
の
地
域
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

安

町
に
お
き
ま
し
て
も
、「
安

町
部
落
差
別
の
撤
廃
及
び
人
権
擁
護

に
関
す
る
条
例
」
や
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
の
解
消
及
び
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
基

本
的
認
識
の
徹
底
と
人
権
の
確
立
に
対

し
て
様
々
な
啓
発
や
運
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
差
別
落
書
き

を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ
て
い
る
「
人

権
」
を
尊
重
し
あ
い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
な
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
7
月
3
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

内
容

式
典
・
講
演
会

講
師

司
会
者
　
ナ
レ
ー
タ
ー
　
Ｄ
Ｊ

近
藤
　
光
史
　
氏

演
題

「
世
界
の
楽
園
？

〜
日
本
人
も
外
国
人
〜
」

差
別
を
な
く
す
町
民
集
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

第
36
回

7月は差別をなくす強調月間です

『考えよう 
　　　自分の一言　　　　自分の一言 
　　　　　　相手の気持ち』　　　　　　　相手の気持ち』 

『考えよう 
　　　自分の一言　　　　自分の一言 
　　　　　　相手の気持ち』　　　　　　　相手の気持ち』 

『考えよう 
　　　自分の一言　　　　自分の一言 
　　　　　　相手の気持ち』　　　　　　　相手の気持ち』 

『考えよう 
　　　自分の一言 
　　　　　　相手の気持ち』 

安 町長　島田　悠紀夫
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●　町　議　会　●

○
平
成
22
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
補
正
第
1
号
）
に
つ
い
て
【
可
決
】

・
補
正
額
　

４
４
６
万
１
千
円
減
額

・
歳
入
歳
出
総
額

27
億
１，
７
５
３
万
９
千
円

・
主
な
補
正
理
由

共
済
掛
金
率
の
確
定
に
よ
る
追
加

及
び
職
員
の
人
事
異
動
に
よ
る
人
件

費
の
増
減

行
旅
死
亡
人
の
葬
儀
関
係
費
用

○
平
成
22
年
度
安

町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
１
号
）
に
つ

い
て

【
可
決
】

・
補
正
額

75
万
４
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

３
億
４，
６
１
５
万
４
千
円

・
主
な
補
正
理
由

共
済
掛
金
率
の
確
定
に
よ
る
追
加

及
び
職
員
の
人
事
異
動
に
よ
る
人
件

費
の
追
加

○
平
成
22
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別
会

計
（
保
険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
補

正
第
１
号
）
に
つ
い
て

【
可
決
】

・
補
正
額

３
万
５
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

５
億
１，
１
０
３
万
５
千
円

・
主
な
補
正
理
由

共
済
掛
金
率
の
確
定
に
よ
る
追
加

及
び
職
員
の
人
事
異
動
に
よ
る
人
件

費
の
追
加

○
平
成
22
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別
会

計
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正

予
算（
補
正
第
１
号
）に
つ
い
て
【
可
決
】

・
補
正
額

２
万
４
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

６
４
９
万
４
千
円

補
正
予
算

平
成
22
年
５
月
11
日
（
火
）
第
１
回

安

町
議
会
臨
時
会
が
開
会
。

補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
等
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
町
議
会
議
員
の
役
員
改
選

等
が
行
わ
れ
、
同
日
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
職
　
選
出

議
　
長

森も
り

田た

瞳
ひ
と
み

氏

副
議
長

溝
脇

み
ぞ
わ
き

久
利

ひ
さ
と
し

氏

○
安

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
承
認
】

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
（
平
成

22
年
３
月
31
日
公
布
）
に
よ
る
町
税

条
例
の
改
正
。

個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
65
歳
未

満
の
給
与
所
得
者
で
公
的
年
金
受
給

者
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
金
所
得
に

係
る
所
得
割
額
を
給
与
所
得
に
係
る

所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
に
加
算
し
、

給
与
所
得
か
ら
特
別
徴
収
で
き
る
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
安

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
承
認
】

地
方
税
法
、
国
民
健
康
保
険
法
施

行
令
等
の
一
部
改
正
（
平
成
22
年
４

月
１
日
施
行
）に
よ
る
町
条
例
の
改
正
。

国
民
健
康
保
険
基
礎
課
税
額
の
上

専
決
処
分
・
条
例
改
正

第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 
第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 
第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 

・
主
な
補
正
理
由

共
済
掛
金
率
の
確
定
に
よ
る
追
加

及
び
職
員
の
人
事
異
動
に
よ
る
人
件

費
の
追
加

【
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

委
員
長
　
　
松
　
本
　
正
　
弘

副
委
員
長
　
　
吉
　
田
　
忠
　
世

委
　
　
員
　
　
安
　
井
　
　
　
修

委
　
　
員
　
　
山
　
岡
　
　
　
敏

委
　
　
員
　
　
岡
　
田
　
裕
　
明

委
　
　
員
　
　
吉
　
田
　
宏
　
至

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
】

委
員
長
　
　
田
　
中
　
幹
　
男

副
委
員
長
　
　
溝
　
脇
　
久
　
利

委
　
　
員
　
　
森
　
田
　
　
　
瞳

委
　
　
員
　
　
松
　
田
　
和
　
代

委
　
　
員
　
　
溝
　
本
　
　
　
隆

委
員
長
　
　
山
　
岡
　
　
　
敏

副
委
員
長
　
　
田
　
中
　
幹
　
男

委
　
　
員
　
　
岡
　
田
　
裕
　
明

委
　
　
員
　
　
吉
　
田
　
忠
　
世

委
　
　
員
　
　
松
　
田
　
和
　
代

委
　
　
員
　
　
溝
　
脇
　
久
　
利

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

限
を
「
47
万
円
」
か
ら
「
50
万
円
」

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

の
上
限
を
「
12
万
円
」
か
ら
「
13
万

円
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
非
自
発
的
離
職
者
の
前
年
度
所

得
額
を
百
分
の
三
十
と
み
な
す
軽
減

措
置
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別
会

計
（
保
険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
補

正
第
２
号
）
に
つ
い
て

【
承
認
】

・
補
正
額

４
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額
５
億
８
１
３
万
８
千
円

・
主
な
補
正
内
容

基
金
利
息
の
積
立
金

○
安

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
可
決
】

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
（
平
成

22
年
３
月
31
日
公
布
）
に
よ
る
町
税

条
例
の
一
部
改
正
。

所
得
税
法
上
、
収
集
不
要
と
な
っ

た
年
少
扶
養
親
族
に
関
す
る
情
報
を

個
人
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
制
度

等
に
活
用
す
る
た
め
、
情
報
収
集
の

仕
組
み
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

改
正
。

個
人
の
株
式
市
場
へ
の
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、
一
定
の
非
課
税
口
座

の
少
額
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所

得
及
び
譲
渡
所
得
等
に
お
い
て
非
課

税
措
置
を
導
入
す
る
改
正
。

ま
た
、
た
ば
こ
税
の
税
率
を
引
き

上
げ
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
等

専
決
処
分
・
補
正
予
算

７
月
か
ら
役
場
開
庁
時
間
は
、

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
現
行
午
後
５
時
30
分
）
に

変
わ
り
ま
す

役
場
閉
庁
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ
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●　お知らせ ●

在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
で
記
載
で
き
な
い
方
で

一
定
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
「
代
理

投
票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

の
請
求
期
限
は
選
挙
期
日
の
４
日
前

（
７
月
28
日
）
ま
で
で
す
。

☆
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

奈
良
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
不

在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
」

と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
、
病
院
や

老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
・
入
所
中
の
方

は
そ
の
施
設
の
中
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
施
設
の

事
務
室
等
へ
「
不
在
者
投
票
を
し
た
い
」

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☆
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

長
期
の
出
張
や
旅
行
等
で
、
期
日
前

投
票
期
間
も
含
め
て
他
市
町
村
に
滞
在

す
る
予
定
の
方
は
、
滞
在
先
の
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
送
等
に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
内

安

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
1
０
７
４

３
―
57
―
１
５
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所

役
場
　
２
階
会
議
室
　
期
日
前
投
票

所※
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
不

在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投
票

所
へ
行
け
な
い
方
は
、
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

又
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
い
る
方
で
左
記
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
ご
自
宅
で
「
郵
便
に
よ
る
不

☆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

平
成
22
年
７
月
14
日
（
水
）

午
後
２
時
か
ら

役
場
　
３
階
会
議
室

平
成
22
年
８
月
１
日
執
行
予
定
の

安

町
長
選
挙
及
び
安

町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

当
日
、
立
候
補
届
出
関
係
書
類
等
を

配
布
し
ま
す
。

☆
立
候
補
届
書
類
事
前
審
査

受
付
期
間

平
成
22
年
７
月
20
日
（
火
）

か
ら
同
23
日
（
金
）
ま
で

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所

役
場
　
２
階
総
務
課
内
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☆
立
候
補
届
出
日
（
選
挙
期
日
の
告
示

日
）

受
付
日

平
成
22
年
７
月
27
日
（
火
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

受
付
場
所

役
場
　
３
階
会
議
室

☆
期
日
前
投
票

選
挙
当
日
に
、
仕
事
等
に
よ
り
投
票

所
に
行
け
な
い
方
は
投
票
日
の
前
日
ま

で
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
期
間

平
成
22
年
７
月
28
日
（
水
）
か
ら
同

31
日
（
土
）
ま
で

期
日
前
投
票
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

告
示
日

平
成
22
年
7
月
27
日
（
火
）

投
・
開
票
日平

成
22
年
8
月
１
日
（
日
）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
所

安

町
長
選
挙

安

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

の
日
程
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た

投票所名 投票所の場所 地　　　区　　　名
第 1 安 小学校体育館 東安 南・柿の里・若草の里

第 2 窪田中央公民館 窪田

東安 ・飽波・センチュリー等
第 3 総合センターひびき

マンション・あつみ台

第 4 笠目公民館 笠目

第 5 西安 公民館 西安 ・新法隆寺興人

第 6 岡崎公民館 岡崎

第 7 小泉苑公民館 小泉苑

第 8 かしの木台集会所 かしの木台・住之江寮

該　　当　　要　　件

手帳の種類 障　　害　　等 障害等の程度

両下肢、体幹、移動機能の障害 1級・2級

心臓、じん臓、呼吸器、
身体障害者手帳

ぼうこう、直腸、小腸の障害
1級・3級

免疫機能、肝臓の障害 1級～3級

両下肢、体幹の障害 特別項症～第2項症

戦傷病者手帳 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、

直腸、小腸、肝臓の障害
特別項症～第3項症

介護保険被保険者証 要介護状態区分 要介護5



5 広報あんど　Heart Full Information

●　お知らせ ●

国民年金からのお知らせ

国民年金には、経済的な理由等で保険料（平成22年度の保険料額：15,100円）を納めることが困難な場

合には、申請により保険料の納付が免除される制度があります。【前年所得の審査があります。】

保険料免除申請は、保険料の全額が免除される「全額免除」、保険料の一部を納め、残りの保険料が免除さ

れる「一部納付（3／4納付、半額納付、1／4納付）」があります。

また、30歳未満の方には、「納付猶予（若年者納付猶予制度）」があります。

前年度に全額免除・納付猶予が承認されており、継続申請の申出をされている方は、引き続き全

額免除又は納付猶予に該当するか、審査を行いますので申請は不要です。ただし、所得の申告をさ

れていない方は、継続の審査ができない場合があります。

【申請して承認されるとその期間は・・・】

※ 【3／4納付】【半額納付】【1／4納付】の承認を受けた場合、その一部の保険料を納付されな

いと、その承認期間は保険料未納期間となりますので、ご注意ください。

※ 追納する場合の保険料額は、免除等を受けた期間の翌年度から起算して3年度目以降に追納する

と、承認を受けた期間の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

【承認期間は・・・】 7月から翌年の6月まで

【審査結果（承認・却下）は・・・】 後日郵送で奈良年金事務所より通知が届きます。

全額免除・納付猶予の承認を受けられた方において、翌年度継続希望にしている方で、翌年度以降

も引き続き全額免除・納付猶予の申請を希望される場合は、申請書の提出が不要となります。ただし、

失業又は震災等による損害を受けたことを理由とした全額免除・納付猶予又は一部納付の場合は、毎

年の申請が必要となります。

【申請先・・・】 安 町役場の住民課国民年金担当窓口まで（年金手帳・印鑑等をご持参ください。）

157－1511（代） （内線212）

～国民年金保険料免除制度の申請はお早めに！～
平成22年度の免除申請は7月から受付が始まります。

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

全額免除
3／4
納付

半額納付
1／4
納付

保険料未納

年金を受ける
資格期間には 算入されます。 算入されません。

保険料を納めた場合
と比べて年金額は

3分の１
で計算

6分の5
で計算

3分の2
で計算

2分の１
で計算

▼

▼

▼

▼

納付猶予

計算され
ません。

計算されません。

障害・遺族基礎年金
を受けるとき 保険料納付済期間と同じ扱いです。 年金を受給でき

ない場合あり。

後から保険料を納付
する場合（追納） 10年以内なら納めることができます。 2年以内

（ ）

（ ）
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●　お知らせ ●

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者

だ
け
で
は
な
く
国
民
す
べ
て
で
支
え
る

と
い
う
基
本
の
も
と
、
高
齢
者
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
国
・
県
・
市
町
村
が
公

費
で
約
５
割
負
担
し
、
現
役
世
代
か
ら

も
約
４
割
の
支
援
を
受
け
、
高
齢
者
の

皆
さ
ま
に
保
険
料
と
し
て
約
１
割
の
負

担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
よ
り
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料
率
は
、
奈
良
県
内
で
は
均
一

を
原
則
と
し
、
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
決
定
し
、
奈
良
県
の
医

療
給
付
費
に
応
じ
て
、
法
律
で
２
年
ご

と
に
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
め
方

安

町
行
政
相
談
委
員
　
桂
木
亨
子

氏
は
、
行
政
相
談
分
野
で
、
国
な
ど
の
行

政
に
対
す
る
苦
情
、意
見
・
要
望
を
受
け
、

必
要
な
助
言
や
関
係
機
関
へ
の
通
知
を
行

い
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。特

定
健
診
の
予
約
を
お
忘
れ
で
は
な

い
で
す
か
？
次
の
日
程
で
追
加
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
診
を
健
康

管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

追
加
募
集
日

８
月
２
日
（
月
）
８
月
３
日
（
火
）

８
月
４
日
（
水
）

☆
申
込
先
等
　
７
月
21
日
（
水
）
ま
で

に
、
住
民
課
へ
（
1
57
ー
１
５
１
１

内
線
２
２
２
）

●
保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
単
位
で

算
定
し
、
賦
課
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

【（
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
ー
基
礎
控

除
額
33
万
円
）
×
所
得
割
率
】
が
あ
り
、

そ
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

■
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得
金

額
の
合
計
に
応
じ
て
保
険
料
の
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

９
割
軽
減
【
33
万
円
】
以
下
の
世
帯

（
被
保
険
者
全
員
の
年
金
収
入
が
80
万

円
以
下
の
世
帯
、
そ
の
他
各
種
所
得

が
な
い
）
で
他
の
所
得
が
な
い
※
世

帯
８．
５
割
軽
減
【
33
万
円
】
以
下
の
世
帯

５
割
軽
減
【
33
万
円
＋
２
４．
５
万
円
×

被
保
険
者
数
（
被
保
険
者
で
あ
る
世

帯
主
を
除
く
）】
以
下
の
世
帯

２
割
軽
減
【
33
万
円
＋
35
万
円
×
被
保

険
者
数
】
以
下
の
世
帯

※
世
帯
主
が
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
軽

減
判
定
時
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

（
所
得
割
負
担
な
し
）

■
年
金
収
入
が
１
５
３
万
円
以
上
２
１

１
万
円
以
下
の
方

所
得
割
が
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

（
※
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、

控
除
後
の
所
得
が
91
万
円
で
あ
る
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。）

軽
減
措
置
を
受
け
る
に
は
「
申
告
」

が
必
要
で
す

■
税
法
上
の
申
告
義
務
が
な
い
方
（
障

害
年
金
、
遺
族
年
金
等
受
給
者
や
被

扶
養
者
及
び
所
得
の
な
い
方
）
で
あ

っ
て
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

及
び
高
額
療
養
費
の
負
担
区
分
の
軽

減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
「
所
得

申
告
」
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
減
免
措
置
に
つ
い
て

■
災
害
、
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減
免

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
納
め
方

■
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）。

た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
、

納
付
書
や
口
座
振
替
等
に
よ
り
安
堵

町
へ
個
別
に
収
め
ま
す（
普
通
徴
収
）。

◎
安

町
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
さ
れ
た
当
初
は
、
み
な
さ
ん
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

奈
良
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
特
定
健
康
診

査
追
加
募
集
（
国
保
・
後

期
高
齢
）
に
つ
い
て

（
住
民
課
）

後期高齢者医療の保険料率が
平成22年度から変わります

（ ）
平成20・21年度

e
均等割額
39,900円

所得割率
7.5％

（旧）

平成22・23年度

均等割額
40,800円

所得割率
7.7％

（新）

・法律により2年ごとに保険料率が改定されます
・これまでと同様に保険料の軽減措置を継続します
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●　お知らせ ●

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
更

新
の
お
知
ら
せ

■
現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
22

年
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７

月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
簡

易
書
留
で
お
送
り
し
交
付
し
ま
す
。

所
得
区
分
と
負
担
割
合
の
基
準

■
自
己
負
担
割
合
や
入
院
時
な
ど
の
自

己
負
担
限
度
額
は
、
所
得
区
分
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
所
得
区
分
の
判
定

基
準
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
１
月
か
ら
７
月
は
前
々
年
、
８

月
か
ら
12
月
は
前
年
の
所
得
及
び
収

入
で
判
定
し
ま
す
。

年
金
の
所
得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し

て
計
算
し
ま
す
。

収
入
金
額
で
１
割
と
な
る
場
合

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
場
合
に
は
申

請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人
以
上
い
る

場
合
は
、
被
保
険
者
の
収
入
金
額
合

計
５
２
０
万
円
未
満

世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の
場
合
は
、

収
入
金
額
３
８
３
万
円
未
満
ま
た
は

収
入
金
額
３
８
３
万
円
以
上
で
も
世

帯
内
の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
と

の
収
入
金
額
合
計
が
５
２
０
万
円
未

満

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
検
討
に
あ

た
り
、
幅
広
い
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

『
地
方
公
聴
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
平
成
22
年
8
月
10
日
（
火
）
13
時

か
ら
15
時
30
分
ま
で
（
開
場
12
時
）

場
所
　
大
阪
市
中
央
公
会
堂
大
集
会
室

（
大
阪
市
北
区
中
之
島
１
丁
目
１
番
27

号
）
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
お
問
い
合

せ
）
厚
生
労
働
省
保
険
局
高
齢
者
医
療

課
　
1
03
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１

本
年
度
よ
り
、
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

〜
を
副
題
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

過
ち
を
犯
し
た
人
が
罪
を
償
い
帰
っ
て

く
る
所
は
地
域
で
す
。
そ
う
し
た
人
が
更

生
し
立
ち
直
る
の
も
地
域
で
す
。

ど
う
か
地
域
の
皆
様
は
温
か
く
見
守

り
、
時
に
は
励
ま
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
地
域
の
チ
カ
ラ
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

安

町
保
護
司
会

★
〜
そ
の
電
話
は
大
丈
夫
で
す
か
〜

■
奈
良
県
内
に
お
い
て
「
振
り
込
め
詐

欺
」
被
害
が
発
生

＊
そ
の
内
容
は
、「
サ
イ
ト
の
情
報
料
○
○

万
が
未
納
に
な
っ
て
い
ま
す
。」

お
金
が
な
い
と
申
し
出
る
と
「
消
費
者
金

融
に
行
け
ば
簡
単
に
借
り
ら
れ
ま
す
よ
」

と
言
っ
て
、
無
人
機
コ
ー
ナ
ー
で
の
借
り

方
を
指
示
す
る
と
い
う
手
口
で
す
。

こ
う
し
た
言
葉
に
気
を
つ
け
よ
う
（
架

空
料
金
請
求
）

「
他
の
未
払
い
料
金
が
○
○
万
円
あ
り

ま
す
。」

「
サ
イ
ト
運
営
会
社
が
あ
な
た
の
所
在

地
を
調
べ
る
の
で
、
そ
れ
を
止
め
た
け

れ
ば
○
○
万
円
を
振
り
込
ん
で
下
さ

い
。」
な
ど

■
警
察
官
や
裁
判
官
を
騙
っ
た
不
審
電

話
に
注
意

＊
「
○
○
警
察
の
者
で
す
。
振
り
込
め
詐

欺
で
検
挙
し
た
犯
人
が
あ
な
た
の
通
帳

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。」「
裁
判
所
の
○

○
で
す
。
○
○
さ
ん
宛
に
通
知
書
を
送

り
ま
し
た
が
未
だ
返
事
が
き
ま
せ
ん
。」

等
と
言
っ
て
、
警
察
官
や
裁
判
官
を
騙

っ
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
た
り
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を
回
収
し
た
り
す
る

手
口
で
す
。

●
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

◎
不
審
な
電
話
や
郵
便
物
が
届
い
て
も

慌
て
ず
に
対
応
す
る
。

◎
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
す
る
。

◎
相
手
（
請
求
者
）
に
連
絡
し
な
い
。

◎
消
費
者
金
融
で
借
り
る
よ
う
指
示
す

る
電
話
は
特
に
注
意
す
る
。

◎
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
他
人

に
渡
さ
な
い
。

◎
暗
証
番
号
は
絶
対
に
他
人
に
知
ら
せ

な
い
。

◎
振
り
込
む
前
に
も
う
一
度
「
振
り
込

め
詐
欺
」
を
疑
っ
て
下
さ
い
。

所得区分 負担割合 判　定　基　準
世帯に、住民税の課税所得金額が、

現役並み所得者 3割 145万円以上の後期高齢者医療被
保険者がいる場合
現役並み所得者、低所得者2・1の

一　　　般 1割
いずれにもあてはまらない場合

低所得者2 1割 世帯全員が住民税非課税の場合
世帯全員が住民税非課税で、その

低所得者1 1割 世帯の各所得が必要経費・控除を
差し引いたとき、0円となる場合

所得区分と負担割合の基準

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

安

駐
在
所

1
・
FAX
57
―
２
６
０
３

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
全
・
安
心
の
街

通
報
先
　
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

奈
良
県
警
察
本
部

1
０
７
４
２
―
23
―
０
１
１
０

西
和
警
察
署

1
０
７
４
５
―
72
―
０
１
１
０

安

駐
在
所

1
０
７
４
３
―
57
―
２
６
０
３

地
方
公
聴
会
の
お
し
ら
せ
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●　お知らせ ●

加
入
者
数
×
６，

０
０
０
円

⑧
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
７，

０
０
０
円

保
険
税
（
支
援
分
）
は
⑤
〜
⑧
の
合
計

で
課
税
限
度
額
は
13
万
円
で
す
。

【
介
護
分
】
40
歳
か
ら
64
歳
の
方

⑨
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
21
年
中
の
総
所
得
金
額
―
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
１
％

⑩
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
５
％

⑪
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計

算
）

加
入
者
数
×
６，

０
０
０
円

⑫
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
４，

０
０
０
円

保
険
税
（
介
護
分
）
は
⑨
〜
⑫
の
合
計

で
課
税
限
度
額
は
10
万
円
で
す
。

【
合
計
保
険
税
額
】
医
療
分
と
支
援
分
と

介
護
分
の
①
〜
⑫
の
総
合
計
と
な
り
ま

す◎
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
は
、７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

【
医
療
分
】
す
べ
て
の
方

①
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
21
年
中
の
総
所
得
金
額
―
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
７
％

②
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
24
％

③
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計

算
）

加
入
者
数
×
２
１，

０
０
０
円

④
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
２
３，

０
０
０
円

保
険
税
（
医
療
分
）
は
①
〜
④
の
合
計

で
課
税
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

【
支
援
分
】
す
べ
て
の
方

⑤
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
21
年
中
の
総
所
得
金
額
―
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
２
％

⑥
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
６
％

⑦
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計

算
）

安

町
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、

医
療
費
の
急
激
な
伸
び
に
国
保
税
収
が

追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
単
年
度
収

支
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年

度
ま
で
５
年
連
続
で
赤
字
と
な
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
福
祉
医
療
証

（
心
身
障
害
者
医
療
・
母
子
医
療
）

更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
医
療
受
給
資
格
証

で
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
医
療
受
給
資
格
証

（
心
身
障
害
者
医
療
・
母
子
医
療
）
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
該
当
さ
れ
る
方
に
は
事
前
に
通
知
（
７
月

下
旬
予
定
）
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
更

新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

更
新
期
限：

平
成
22
年
８
月
末
日
ま
で

持
ち
物：

更
新
の
通
知
書
（
同
封
の
申
請
書
）

健
康
保
険
証
（
母
子
医
療
該
当
者
全

員
）
・
印
か
ん
・
旧
の
医
療
受
給
資
格
証

＊
＊
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
安
堵
町
に
転
入

さ
れ
て
い
る
方
は
22
年
度
所
得
証
明
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
せ

役
場
住
民
課
②
番
の
窓
口

1
57
―
１
５
１
１
（
内
線
２
２
３
）

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
す
が
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
頂
く
保
険

税
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
度
に
お
い
て

は
、
賦
課
限
度
額
（
医
療
分
・
支
援
分
）

の
引
き
上
げ
の
み
見
直
し
を
行
い
、
全

体
的
な
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
行
い
ま

せ
ん
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
全
な
国

保
運
営
を
は
か
れ
ま
す
よ
う
に
、
保
険
税

の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（注１）本人所得・扶養者（健康保険の被扶養者含む）所得に制限があります。
（注１）転入等で申請がまだの方は、お問い合わせください。
お知らせ：老人医療助成制度は、平成22年７月末で制度が廃止になりますの

で、老人医療の更新はありませんご注意ください。

制 度 名 対　　象　　者 助成の範囲

心身障害者 １歳以上の方で身体障害者手帳１級　　　
☆

医　　　療 から２級または、療育手帳Ａの方

母 子 医 療
配偶者のない女子で18歳未満の児童　　　

☆
を養育している方とその児童

医療保険の自己負担額から
○通院については、1医療機
関につき 月500円
○入院については、1医療機
関につき 月1,000円（2週
間未満の入院の場合は月
500円）を除いた額を助成
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●　お知らせ ●

１
、
応
募
資
格

１．

70
歳
以
上
で
歯
の
健
康
な
方

（
若
干
の
欠
損
歯
、
か
ぶ
せ
等
可
）

２．

第
15
回
、
第
16
回
、
第
17
回
の

最
優
秀
の
方
は
応
募
出
来
ま
せ
ん
。

２
、
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
て
応
募
（
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
、
性
別
、
年
齢

を
明
記
）

３
、
応
募
期
限

平
成
22
年
９
月
１
日
（
水
）
ま
で

４
、
審
査
お
よ
び
表
彰

日
時

平
成
22
年
10
月
７
日
（
木
）

正
午
〜
午
後
４
時
30
分

場
所

奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９
―
２

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※
８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が
授

与
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
後
日
、
知

事
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

５
、
昼
食
は
お
済
ま
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

応
募
・
お
問
い
合
せ

奈
良
県
歯
科
医
師
会
　
高
齢
者
い
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
係
ま
で

住
所
　
〒
６
３
０
―
８
０
０
２

奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９
―
２

1
０
７
４
２
―
33
―
０
８
６
１

第
18
回
奈
良
県
高
齢
者

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
に
つ
い
て

介護保険は、社会全体で介護の負担を支え合う制度です。保険料は、みなさんが安心してサービスを利用
するための大切な財源となりますので、納付にご協力をお願いいたします。
（介護保険料　納入通知書については７月中旬に送付します。）

平成21年度から平成23年度までの65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料額　【基準月額　4,300円】

100円未満は切り捨て

◆口座振替をご利用の方へ
振替ごとに領収書は送付しません。納付（振替済

み）の確認は、年１回送付する口座振替済通知書ま
たは通帳等でご確認をお願いします。
介護保険料の納め忘れにご注意ください
○１年以上滞納すると
介護費用をいったん全額負担しなければサービス
が受けられないようになります。（申請により後か
ら介護保険給付分（９割）が戻ってきます。）

○１年半以上滞納すると
一時的に給付の一部または全部を差し止められます。
○２年以上の滞納があると
サービスを利用する時に、未納期間に応じて自己
負担が１割から３割に引き上げられたり、高額介
護サービス費が受けられなくなります。
お問い合せ
健康福祉課（福祉保健センター内）
157－1590 ＦＡＸ57－1592

介 護 保 険 料 の ご 案 内

基準額（年額） ＝
安堵町で必要な介護
サービス費の総額 ×

65歳以上の方の
負担分（20％） ÷

安堵町にお住まいの
65歳以上の方の人数

段　　階 対　　　　　象　　　　　者 保険料（年額）
・生活保護を受けている人 25,800円

第1段階
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人 基準額×0.5
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税 25,800円

第2段階
年金収入額が80万円以下の人 基準額×0.5

38,700円
第3段階 世帯全員が住民税非課税で、第2段階以外の人

基準額×0.75
世帯の誰かに住民税が課税されていて、前年の合計所得 46,400円

第4段階
金額＋課税年金収入額が80万円以下の人 基準額×0.9

51,600円
第5段階 世帯の誰かに住民税が課税されていて、第4段階以外の人

基準額
64,500円

第6段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の人
基準額×1.25
77,400円

第7段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の人
基準額×1.5
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大人はキャッチャーに徹すること
大人がキャッチャーであろうとすれば、子どもたちの多くは間違いなく内面世界を出してくる。（大人
達が）ピッチャーばかりしていて、子どもに受け取れというようなスタイルでは問題は潜在化し、解決
していく努力にはつながらない。キャッチャーであること、子どもが投げた球をしっかり受けとめて、
豊かに返球する努力が最も今、大人に要請されている。（金森俊明氏の著書より、文意を変えず一部改変）

あまり聞きなれない言葉かもしれません。これは、私たちが寝る前に習慣的に行
っている幾つかの行動のことをさし、「就眠儀式」「睡眠習慣」とも表現されること
があります。こられの行動をすることによって反射的に、なおかつ無意識的に自分
の脳に「もう寝るんだ」と感じさせ、スムースな入眠につなげていくことを目的と
したものです。たとえば、寝巻きに着替える。トイレに行く。歯磨きをする。信仰
によってはお祈りをする人もいるかもしれません。幼いお子さんなら添い寝や絵本の読み聞かせ、高学年や
中学生になると１日をふりかえり日記をつけるというのもいいかもしれません。入浴もその後体温が下がる
ことで精神的にリラックスする効果があるといわれています。つまり、入眠儀式とは、行動が脳に送る「眠
りのサイン」であり、条件反射の一種といえます。あなたのお子さんの入眠儀式は何でしょう。子育てのコ
ツは無理しないこと。あれもこれもとがんばりすぎず、いまある生活習慣の中から入眠儀式になるもを定刻
化して規則正しい生活リズムづくりに生かしたいものです。

誰にも起こされず、ひとりで機嫌よくおきられることを他律起床に対して自律起床
と呼びます。ある調査では、自律起床の子の９割は目覚めの気分がよく、誰かに起こ
される他律起床の６割は目覚めが悪いという結果が得られています。さて、目覚めを
よくするためには体温を高めてエネルギーを脳に補給することが大切です。たとえば
光を浴びる。体を動かす。そして朝食を食べることなどがあります。戸外に出て10分
から20分ぐらい散歩などできると理想でしょう。多動傾向にある子、自閉傾向にある
子は「坂道を登って階段を下りる散歩」が効果的だといわれています。また、散歩中
の会話は素敵な親子関係を築くきっかけともなるでしょう。

＜参考文献＞
「見直そう子育て　たて直そう生活リズム」佐野勝徳・新開英二（エイデル研究所）
「早ね早起きホントに必要？」草上昌次郎（草土文化）

「入眠儀式」「入眠儀式」

「自律起床」「自律起床」

学校・家庭・地域の連携 
第２の扉第２の扉

て
い
か
か
ず
ら

四
十
何
歳
か
の
、
あ
る
人
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
にblue

bear

が
使
わ
れ
て
い
た

の
で
謂
わ
れ
を
聞
い
て
み
た
。
幼
い
頃

に
母
が
話
し
て
く
れ
た
「
あ
お
い
く
ま
」

の
教
え
が
、
今
頃
に
な
っ
て
、
つ
く
づ

く
良
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
肝
に

銘
じ
る
意
味
で
、
ア
ド
レ
ス
に
し
て
い

る
と
言
う
。

「
あ
お
い
く
ま
」
と
は
、『
あ
せ
ら
ず
、

お
ご
ら
ず
、
い
ば
ら
ず
、
く
さ
ら
ず
、

ま
っ
す
ぐ
生
き
よ
』、
と
い
う
教
え
な
の

だ
そ
う
だ
。

教
え
も
然
り
な
が
ら
、
四
十
年
を
経

て
、
長
い
眠
り
か
ら
覚
め
た
よ
う
に
人

を
導
い
て
い
く
言
葉
の
不
思
議
さ
を
思

っ
た
。
逆
の
言
葉
も
あ
る
だ
ろ
う
。
当

初
と
は
裏
腹
に
、
今
で
は
何
と
も
感
じ

な
く
な
っ
て
い
る
言
葉
。
最
初
の
新
鮮

な
思
い
が
い
つ
ま
で
も
褪
せ
な
い
言
葉
。

ま
た
、
心
に
浮
か
ん
だ
り
消
え
た
り
す

る
言
葉
も
あ
る
だ
ろ
う
。「
あ
お
い
く
ま
」

は
彼
の
母
が
最
初
で
は
あ
る
ま
い
。
時

と
所
と
人
を
経
て
ア
ド
レ
ス
に
ま
で
な

る
、
そ
う
い
う
言
葉
も
あ
る
。

一
つ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
言
葉
の

諸
相
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
自
分
の

言
葉
を
ふ
り
返
る
契
機
と
な
っ
た
。

（
文
責
　
中
川
）

あさこちゃん

健コッコ先生

あ
お
い
く
ま

・

・

・

・

・
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学
校
を
離
れ
て
、
沖
縄
の
す

ば
ら
し
い
文
化
や
自
然
に
触
れ
、

新
し
い
体
験
や
感
動
を
味
わ
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
修
学
旅
行
。

ま
た
、
戦
争
の
惨
禍
に
触
れ
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
集
団
行
動
を
通
し
て
規
範
意
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

も
大
切
な
学
び
で
す
。
ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
は
、
か
つ
て
悲

惨
な
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
同
世
代
の
若
者
た
ち
に
想
い

を
馳
せ
、
生
命
の
大
切
さ
を

実
感
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
沖
縄
の
美
し
い
自
然
に

包
ま
れ
、
友
だ
ち
と
寝
食
を

共
に
し
た
３
日
間
は
、
き
っ

と
中
学
校
生
活
の
す
ば
ら
し

い
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
と
な

る
は
ず
で
す
。

沖
縄
に
学
ぶ

中
学
校修

学
旅
行

第１の扉第１の扉

関空→那覇空港
ひめゆりの塔
糸数壕
佐喜眞（さきま）美術館

＜コース①＞
水納島にて自然体験学習
＜コース②＞
文化・農業体験　万座毛

美ら海水族館
沖縄フルーツランド
ステーキハウス
那覇空港→関西空港

3日目

2日目　コース別

1日目

5月12日（日）～
おもな日程

平
和
記
念
公
園
で
は
、
初

夏
の
雨
に
し
っ
と
り
と
ぬ
れ

た
新
緑
に
覆
わ
れ
た
原
爆
ド

ー
ム
が
子
ど
も
た
ち
を
迎
え

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

全
校
児
童
に
呼
び
か
け
て
平

和
の
願
い
を
込
め
て
折
っ
た

千
羽
鶴
を
原
爆
の
子
の
像
に

捧
げ
、
永
遠
の
平
和
を
祈
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
体
験
談
を
聞
い
た
り
、
資
料
館

を
見
学
し
た
り
し
て
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
宿
泊
地
の
大
久
野
島
は
毒

ガ
ス
工
場
の
遺
構
と
瀬
戸
内
の
豊
か
な
自
然
が
共
存

す
る
島
で
す
。
子
ど
も

た
ち
は
瀬
戸
内
の
自
然

を
全
身
で
感
じ
な
が

ら
、
こ
こ
で
も
歴
史
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
に
学
ぶ

小
学
校
修
学
旅
行

新大阪→広島
平和記念公園（平和のセレモニ
ー・園内散策・体験談講話）
忠海港～大久野島
資料館見学・ウミホタル観察

ウォークラリー・レクリエーシ
ョン（スポーツ・自然観察等）
大久野島～三原→新大阪

2日目

1日目

5月23日（日）～
おもな日程

毎
年
５
年
生
は
、
民
俗
資
料
館
前
の
田
ん

ぼ
を
お
借
り
し
て
古
代
米
づ
く
り
の
体
験
学

習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
５
月
の
籾
ま

き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
資
料
館

の
方
か
ら
説
明
を
受
け

な
が
ら
て
い
ね
い
に
籾

を
ま
き
ま
し
た
。

６
月
の
田
植
え
の
様

子
は
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

籾
ま
き
（
古
代
米
づ
く
り
）

小
学
校
５
年
体
験
学
習

５
月
12
日
（
安

中
央

公
園
ま
で
遠
足
に
出
か
け

ま
し
た
。
５
歳
児
は
、
自

分
た
ち
で
公
園
ま
で
歩
き

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
少

し
肌
寒
い
天
気
で
し
た

が
、
公
園
で
は
、
遊
具
で

遊
ん
だ
り
シ
ロ
ツ
メ
グ
サ

を
つ
ん
だ
り
し
て
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。
み
ん
な

で
い
っ
し
ょ
に
お
弁
当
も

食
べ
ま
し
た
。

遠
足

安
堵
保
育
園
（
３
〜
５
歳
児
）



な
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の
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し
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り
体
験
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●　お知らせ ●

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

昔
の
暮
ら
し
の
中
で
、
照
明
や
食
用

と
し
て
用
い
ら
れ
た
菜
種
…
。

こ
の
体
験
会
で
は
、
館
前
の
田
で
実

っ
た
菜
種
の
油
を
し
ぼ
る
実
演
や
、
菜

種
油
を
使
っ
た
体
験
が
出
来
ま
す
。 ハ ス の 花

7777月月月月 のののの 花花花花

日
　
時
　
７
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料
＋
材
料
費（
２
０
０
円
）

募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
秋
に
植
え
た
い
草
が
、
収
穫

の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
灯
芯
の
原
料
・

い
草
の
刈
り
取
り
や
、
乾
燥
の
作
業
が

見
学
で
き
ま
す
。
希
望
に
よ
り
体
験
も

で
き
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
８
日
（
木
）

午
前
９
時
〜

参
加
費

入
館
料

申
込
み

不
要
。
直
接
、
館
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
体
験
希
望
者
は
、
作
業
し
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
期
に
実
る
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を
、

専
用
の
道
具
を
使
っ
て
削
い
で
作
る
〝
か

ん
ぴ
ょ
う
作
り
〞（
む
き
作
業
）の
体
験
が

で
き
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
〜

参
加
費

入
館
料
＋
材
料
費（
２
０
０
円
）

募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

当
町
で
育
ま
れ
た
、
灯
芯
づ
く
り
の

技
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は

熟
練
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
体
験

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

同
時
に
わ
ら
製
の
ぞ
う
り
を
手
作
り

し
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料

募
集
人
数

各
10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ぞ
う
り
作
り
参
加
者
は
、
は
さ
み
持
参

の
上
、
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

と
う

し
ん

灯
芯
ひ
き
･
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

い
草
刈
り
見
学
会

か
ん
ぴ
ょ
う
作
り
体
験

なたねの油しぼり風景

い草刈り風景

かんぴょう作り風景

灯芯ひき
風景

ぞうり作り
風景



13 広報あんど　Heart Full Information

●　スポーツ ●

日
時
　
５
月
９
日
（
日
）

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
安

町
（
安

の
里
）

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般
女
子
）

優
　
勝
　
安

町

○
軟
式
野
球

優
　
勝
　
安

町
（
ド
ジ
ラ
ー
ズ
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

優
　
勝
　
安

町

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
家
庭
婦
人
）

準
優
勝
　
安

町
（
あ
く
な
み
）

日
時
　
４
月
18
日
（
日
）

中
学
生
の
部

優
勝
辻
本
卓
志
・
準
優
勝
橋
本
悠
吾

一
般
男
子
の
部

優
勝
勝
良
圭
吾
・
準
優
勝
深
町
繁
晴

一
般
女
子
の
部

優
勝
井
上

緑
・
準
優
勝
中
川
華
代

日
時
　
４
月
18
日
（
日
）

小
学
生
の
部

優
勝
西
田
涼
人
・
準
優
勝
桂

遥
奈

中
学
生
の
部

優
勝
鈴

尚
也
・
準
優
勝
吉
田
知
樹

一
般
男
子
の
部

優
勝
的
場
晶
大
・
準
優
勝
的
場

健

一
般
女
子
の
部

優
勝
橋
本
恵
子
・
準
優
勝
的
場
愛
子

日
時
　
７
月
28
日
（
水
）
〜

８
月
２
日
（
月
）
の
６
日
間

予
備
日

８
月
３
日
（
火
）
・
４
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所

安

小
学
校
プ
ー
ル

対
象

25
ｍ
泳
げ
な
い
児
童
（
小
学
１
年

生
〜
６
年
生
）

・
全
日
出
席
出
来
る
児
童

定
員

50
名

参
加
費

教
室
参
加
費
１，

０
０
０
円

保
険
代
５
０
０
円

◎
申
込
方
法

安

中
央
公
園
体
育
館
の

窓
口
へ
、
官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
・
印
鑑
を

添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
期
間

７
月
５
日
（
月
）
〜
７
月
15
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
火
曜
日
の
休
館
日
は
除
く
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
話
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

◎
受
付
場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

◎
注
意
事
項

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に

な
り
ま
す
の
で
、
受
講
で
き
な
い
場
合

第
47
回
生
駒
郡
民
大
会

第
32
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
36
回
卓
球
大
会

安
堵
町
教
育
委
員
会
主
催

夏
休
み
水
泳
教
室
の
お
知
ら
せ

大
　
会
　
結
　
果

大
　
会
　
結
　
果

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

※
募
集
定
員
の
過
半
数
に
達
し
な
い
場
合

は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
解
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
と
保
険
代
は
決
定
通
知
の
ハ
ガ
キ

に
記
入
し
た
期
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

同
時
に
教
室
の
詳
細
を
説
明
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
・
年
齢
不
問
・

親
子
で
の
参
加
歓
迎

ス
リ
ー
タ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
・
室
内
ペ
タ
ン
ク

日
時
　
７
月
10
日
・
24
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
費

１
０
０
円

※
平
成
22
年
４
月
よ
り
軽
ス
ポ
―
ツ
教
室

は
年
会
費
１，

０
０
０
円
と
参
加
費
１

０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時
　
７
月
２
日
・
16
日
・
30
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
集
合

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
費

１
０
０
円

受
付

当
日
受
付

日
時
　
７
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
（
土
）

10
日
は
記
録
会

「
す
こ
や
か
安
堵
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
よ
り
お
知
ら
せ

「
す
こ
や
か
安

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
よ
り
お
知
ら
せ

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

安

中
央
公
園
多
目
的
広
場
の
桜

並
木
周
辺

受
付

当
日
受
付

参
加
費

無
料

日
時
　
７
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

受
付

当
日
受
付

プ
ロ
ボ
ー
ラ
に
よ
る
直
接
指
導
を
受
け

た
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
機
械
室
を
見
学
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
時
　
７
月
17
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

場
所

ト
ド
ロ
キ
ボ
ー
ル

大
和
郡
山
市
白
土
町
２
―
８
―
４

（
午
前
９
時
20
分
集
合
）

実
施
内
容

ボ
ウ
リ
ン
グ
指
導

２
ゲ
ー
ム

参
加
費

会
員
　
１
人
　
６
０
０
円

会
員
以
外
　
１
人
　
８
０
０
円

（
今
回
　
靴
代
無
料
）

参
加
資
格

町
内
在
住
者

定
員

10
組
40
名
（
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
の

参
加
も
可
・
但
し
成
人
１
人
以
上
を
含

む
）

受
付

７
月
５
日
（
月
）
〜
10
日
（
土
）

６
日
（
火
）
休
館
日

代
金
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

（
先
着
順
で
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

真
美
健
康
体
操
教
室

家
族
ボ
ウ
リ
ン
グ
体
験
会

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
教
室

ス
リ
ー
タ
ッ
チ
教
室

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
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●　お知らせ ●

第
３
回
講
座
「
気
持
ち
を
上
手
く
伝
え

る
方
法
」

７
月
８
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
30
分

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ

※
要
予
約

お
申
し
込
み
は
、

1
０
７
４
３
―
56
―
８
０
０
３

安

町
教
育
委
員
会
　
心
理
相
談
室

担
当
　
福
本

７
月
16
日
（
金
）
・
23
日
（
金
）
10
時

〜
11
時
45
分

お
問
い
合
せ
先

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
Ｆ

1
56
―
８
０
０
３

入
退
出
は
自
由
で
す
。
予
約
不
要
。

乳
幼
児
の
子
ど
も
と
マ
マ
と
の
交
流

の
場
で
す
。
遊
び
に
来
て
ね
。

５
月
の
相
談
結
果
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
関

係
・
借
金
問
題
・
不
動
産
取
引
関
係
で
し
た
。

７
月
６
日
（
火
）
・
13
日
（
火
）
・

20
日
（
火
）
・
27
日
（
火
）

時

間

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で

場
　
所

役
場
１
階
相
談
窓
口
で
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

総
務
課
　
1
57
―
１
５
１
１

来
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
24
日
ま

で
に
「
ア
ナ
ロ
グ
放
送
」
は
終
了
し

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
へ
完
全
移
行
致

し
ま
す
。
受
信
準
備
は
お
早
め
に
。

地
デ
ジ
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
左
記

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
間

平
日
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
９

時土
日
祝
日
　
午
前
９
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で

お
問
い
合
せ
先

奈
良
県
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
奈
良
）

1
０
７
４
２
（
90
）
２
２
２
２

貸
金
業
法
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

平
成
22
年
６
月
18
日
に
改
正
法
が
施

行
さ
れ
、

■
借
入
総
額
が
「
年
収
の
３
分
の
１
」

を
超
え
る
場
合
、
新
規
の
借
入
れ
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

相
談
窓
口
の
連
絡
先
は
、
次
の
電
話
番

号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

■
金
融
庁
　
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相

談
室
　
1
03
―
５
２
５
１
―
６
８
１
１

■
消
費
生
活
相
談
窓
口
　
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
　
1
０
５
７
０
―
０
６
４

―
３
７
０

法
律
の
詳
し
い
内
容
は
、
金
融
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

w
w
w
.fs
a
.g
o
.jp
/

◆
国
土
交
通
大
臣
よ
り
、
西
名

阪
自
動
車
道
と
大
和
中
央
道

を
接
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て

許
可
さ
れ
ま
し
た
。

◆
こ
れ
を
受
け
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
に

着
手
し
、
平
成
25
年
度
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
は
、
企
業
立
地
を

促
進
し
、
経
済
活
性
化
と
雇

用
拡
大
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

借
入
れ
や
返
済
の
お
悩
み
は
、

お
早
め
に
相
談
を
！

※
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
と
は
、
高
速
道
路
の
利
便
性
向

上
を
通
じ
て
、
地
域
活
性
化
等
に
寄

与
す
る
た
め
に
整
備
す
る
、
簡
易
な

構
造
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
。

お
問
い
合
せ
先

奈
良
県
郡
山
土
木
事
務
所
　
工
務
課

幹
線
整
備
グ
ル
ー
プ

1
０
７
４
３
―
52
―
１
１
０
１

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

ベ

ビ

マ

マ

サ

ロ

ン

７

月

の

相

談

日

「
地
デ
ジ
移
行
」

１
年
前
と
な
り
ま
し
た
。

金
融
庁
・
消
費
者
庁
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

消
費
生
活
で
お
困
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

専
門
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す

西
名
阪
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

（
仮
称
）
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

西名阪スマートＩＣ予定地
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●　健　　康 ●

☆７・８月は「愛の血液助け合い運動」月間です。献血にご協力お願いします☆

健康 カ レ ン ダ ーこ ど も
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

母子健康手帳

母子健康手帳
アンケート用紙
尿50ｃｃ
みそ汁50ｃｃ

３歳６か月児
健　康　診　査

7月6日（火）
午後１時30分～
２時受付

満３歳６か月～９か
月

身体計測、栄養・育
児相談、絵本との出
会い
赤ちゃんと小学生の
ふれあい体験

７　か　月　児
健　康　相　談

7月6日（火）
午前９時30分～
45分時受付

満６・７か月児

実際に見て味わって
みましょう

身体計測、尿検査、
内科健診、栄養・育
児相談
食生活改善推進員によ
るみそ汁塩分濃度測定

離乳食ミニ講座

７か月児健康相
談終了後に開催
（午前10時45分
くらいから）

乳児とその保護者

事　業　名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

健　康　相　談
（役場ロビー）

7月5日（月）8月5日（木）
午前９時～10時30分受付
８月５日は管理栄養士による相談
があります。

毎 月 20 日 の
個別健康相談

7月20日（火）・8月20日（金）
いずれも２日前までに要予約

時間は予約時に相談の上決定

健康手帳
または
健康ファイル

尿検査希望の
方は、朝起き
てすぐの尿を
お持ちくださ
い。

町住民

健康相談、血圧・体脂肪・
腹囲測定、尿検査、尿中塩
分濃度測定（1日の摂取塩分
量がわかります。料金2回
分で100円）、開眼片足立ち
※毎月20日の個別健康相談
では、体組成（体脂肪
率・基礎代謝量・筋肉
量・内臓脂肪レベルな
ど）も測定できます。

お と な

☆場所は福祉保健センター （役場ロビーでの健康相談は除く）
お問い合せ 福祉保健センター内健康福祉課（157－1591 ＦＡＸ57－1592）

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

がん検診の受診促進とがんに関する正しい健康意識の普及啓発を図ることを目的として、国が定めた下記の年齢の女性
に対し、子宮頸がん検診及び乳がん検診の費用が無料となる「がん検診無料クーポン券」と「検診手帳」を送付します。
《対象者》 平成22年４月20日時点で安 町民で、次の生年月日に該当する女性
子宮頸がん検診無料クーポン券対象者　　　　　　　　乳がん検診無料クーポン券対象者

《受診期限》平成23年２月28日まで
対象者には、「がん検診無料クーポン券」・「検診手帳」を６月上旬に郵送にて配布しております。
対象者であるのに、届いていない方、転入されて安 町のクーポン券をお持ちでない方は、ご連絡ください。

お問い合せ　福祉保健センター内　健康福祉課　157－1591 FAX57－1592

クーポン券の対象者は次の検診が無料で受診できます！女性特有のがん検診について女性特有のがん検診について

20歳 平成 元年4月2日～02年4月1日 40歳 昭和44年4月2日～45年4月1日
25歳 昭和59年4月2日～60年4月1日 45歳 昭和39年4月2日～40年4月1日
30歳 昭和54年4月2日～55年4月1日 50歳 昭和34年4月2日～35年4月1日
35歳 昭和49年4月2日～50年4月1日 55歳 昭和29年4月2日～30年4月1日
40歳 昭和44年4月2日～45年4月1日 60歳 昭和24年4月2日～25年4月1日
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●　健　　康 ●

み ん な で 健 康h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康

こ
ん
な
時
は
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
の
下
準
備
の
前
、
調
理
前
、

食
事
前
、
後
片
づ
け
の
前

・
肉
・
魚
・
卵
を
さ
わ
る
前
後

・
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

・
肌
や
髪
に
さ
わ
っ
た
と
き

・
お
む
つ
を
交
換
し
た
後

・
鼻
を
か
ん
だ
後

・
動
物
に
さ
わ
っ
た
あ
と

手
洗
い
の
仕
方

・
指
輪
や
時
計
を
は
ず
す

・
石
け
ん
を
泡
立
て
、
20
秒
以
上
も

み
洗
い
す
る
。

・
①
指
の
つ
け
根
②
親
指
③
指
先
や

つ
め
の
間
を
特
に
よ
く
洗
う
。

・
流
水
で
十
分
に
す
す
ぎ
、
乾
い
た

清
潔
な
タ
オ
ル
で
拭
く
。

子
ど
も
や
高
齢
者
の
場
合
、
少
量

の
菌
で
も
重
症
化
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
大
人
は
症

状
が
な
い
の
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者

だ
け
が
食
中
毒
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

生
も
の
を
さ
け
て
、
調
理
の
際
は

火
を
十
分
に
通
し
ま
し
ょ
う
。

残
っ
た
も
の
を
温
め
直
す
と
き
も

十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ

る
食
中
毒
は
、
食
品
な
ど
に
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
い
な
い
か
、
い
て
も
食
中

毒
を
起
こ
す
量
に
ま
で
増
え
て
い
な

け
れ
ば
発
症
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
次
の
三
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

食
中
毒
を
予
防
し
よ
う

食
中
毒
を
予
防
し
よ
う

子どもと高齢者は特に注意！

安

町
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

期
間
　
８
月
26
日（
木
）
〜
８
月
29
日（
日
）

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
展
示
ホ
ー
ル

出
品
資
格

高
校
生
以
上
。
町
在
住
及
び

在
勤
の
方

出
品
点
数

１
人
２
点
以
内

大
き
さ
自
由
・
題
材
自
由

申
込
・
搬
入
期
間

８
月
19
日
（
木
）
〜

８
月
22
日
（
日
）

申
込
・
搬
入
場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出

８
月
30
日
（
月
）

そ
の
他

出
品
料
は
無
料
で
す
。
出
品
作

品
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
い
た
し

ま
す
が
万
一
破
損
・
汚
染
の
場
合
は
責

任
を
お
い
か
ね
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

御
了
承
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

1
57
―
２
２
８
１

健
康
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

安
堵
町
写
真
展
作
品
募
集
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助
成
対
象
者：
生
活
保
護
受
給
者
及
び

町
民
税
非
課
税
世
帯
※
に
属
す
る
方

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
と
は
、
同
一
世

帯
の
方
全
員
の
町
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯
。

未
申
告
等
に
よ
り
世
帯
全
員
の
課
税

状
況
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

な
お
、
６
月
30
日
ま
で
に
接
種
さ
れ

た
場
合
は
平
成
21
年
度
の
町
民
税
、

７
月
１
日
以
降
に
接
種
さ
れ
る
場
合

は
平
成
22
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯
に
属
す
る
方
を
対
象
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

助
成
費
用：

１
回
目
３，

６
０
０
円

２
回
目
２，

５
５
０
円
（
１
回
目
と

異
な
る
医
療
機
関
で
の
接
種
は
３，

６
０
０
円
）

申
請
手
続
き：

接
種
を
受
け
ら
れ
た
後

に
次
の
も
の
を
ご
持
参
い
た
だ
く
と

後
日
費
用
を
口
座
振
り
込
み
に
て
助

成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
は
接
種
後
速
や
か
に
お
願
い
し

ま
す
。（
平
成
21
年
度
中
に
接
種
さ
れ
、

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
も
受
け

付
け
ま
す
。）

《
申
請
書
類
》

○
（
１
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
済
証
、（
２
）
領
収
書
、（
３
）

印
鑑
、（
４
）
通
帳
等
口
座
振
込
先
の

わ
か
る
も
の
（
接
種
を
受
け
た
ご
本

人
の
口
座
が
な
け
れ
ば
同
一
世
帯
の

方
の
口
座
で
も
可
）

○
６
月
30
日
ま
で
に
接
種
さ
れ
た
方

平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
、
安
堵
町

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
21
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
で
の
世
帯
全

員
の
非
課
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

○
７
月
１
日
以
降
に
接
種
さ
れ
る
方

平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
、
安
堵
町

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
22
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
で
の
世
帯
全

員
の
非
課
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

《
申
請
場
所
・
お
問
い
合
せ
》

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―

１
５
９
１
　
FAX
57
―

１
５
９
２

左
記
に
該
当
す
る
方
に
は
、
４
月
に

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

２
期
（
保
育
園
、
幼
稚
園
の
年
長
に
該

当
す
る
年
齢
の
方
）

３
期
（
中
学
１
年
生
に
該
当
す
る
年
齢

の
方
）

４
期
（
高
校
３
年
生
に
該
当
す
る
年
齢

の
方
）

該
当
す
る
方
で
、
届
い
て
い
な
い
方
、

転
入
さ
れ
た
方
で
未
接
種
の
方
は
健

康
福
祉
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

1
57
―

１
５
９
１
　
FAX
57
―

１
５
９
２

体
調
の
良
い
と
き
に

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
！

日
時

８
月
６
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
受
付

場
所

安

町
役
場
　
１
階
玄
関
前

持
ち
物

献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

本
人
確
認
が
ま
だ
の
方
は
、
ご
自
身

を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

奈
良
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

1
56
―

５
９
１
６
　
FAX
56
―

４
８
９
４

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
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今
年
も
い
草
刈
り
の
頃
と
な
り
ま
し

た
。
溜
池
の
堤
防
に
み
ら
れ
た
〝
い
干

し
〞
の
風
景
は
当
町
の
風
物
詩
で
も
あ

り
ま
し
た
。

今
年
の
春
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開

催
さ
れ
た
「
い
ぐ
さ
と
灯
芯
展
―
く
ら

し
に
息
づ
く
す
が
た
と
歴
史
―
」
の
な

か
で
、
当
地
で
灯
芯
の
仲
買
い
を
商
わ

れ
て
い
た
屋
号
〝
灯
心
屋
〞
に
関
わ
る

資
料
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
・
昭

和
時
代
に
お
け
る
地
域
の
灯
芯
産
業
の

姿
が
ま
た
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

昭
和
40
年
頃
ま
で
、
安

町
・
川
西

町
を
中
心
と
す
る
地
域
以
外
に
も
、
全

国
各
所
に
い
草
を
産
出
す
る
地
域
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

関
東
で
は
茨
城
県
や
千
葉
県
と
い
っ

昭
和
初
期

い
草
栽
培
視
察
記
事
１

た
湿
地
を
有
す
る
地
域
に
、
ま
た
近
世

よ
り
畳
表

た
た
み
お
も
て

・
備
後
表
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
た
岡
山
県
や
広
島
県
、
滋
賀
・
福

岡
・
熊
本
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
現

在
は
中
国
等
の
外
国
産
に
押
さ
れ
な
が

ら
も
、
畳
表
を
主
と
し
た
国
産
い
草
の

栽
培
が
熊
本
県
八
代
市
他
で
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

特
に
灯
芯
を
多
く
産
出
し
た
関
東
地

方
、
筑
波

つ
く
ば

山
麓
の
湿
地
帯
を
利
用
し
た

茨
城
県
土
浦
市
新
治

に
い
は
り

地
域
・
つ
く
ば
市

取
手

と
り
で

地
域
周
辺
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
前
期
か
ら
灯
芯
や
い
草
に
関

す
る
幕
府
の
生
産
統
制
が
行
な
わ
れ
た

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

当
町
で
は
、
窪
田
・
東
安

・
岡
崎

の
泥
田

ど

た

（
湿
田
）
で
、
米
の
裏
作
と
し

て
栽
培
さ
れ
盛
ん
に
生
産
さ
れ
る
に
至

り
、
江
戸
時
代
後
期
で
東
安

村
約
13

ｔ
余
り
、
窪
田
村
24
ｔ
余
り
の
い
草
を

産
出
し
て
い
ま
す
。（
安
政
四
年
﹇
一
八

五
七
﹈「
産
物
類
并
産
業
之
品
々
書
上
帳
」）

大
正
〜
昭
和
前
期
頃
と
な
る
と
、
富

山
県
他
の
北
陸
方
面
や
、
愛
知
県
周
辺

の
東
海
地
域
と
の
取
引
き
が
盛
ん
で
、

（「
売
上
帳
簿
」
西
安

・
旧
後
藤
氏
所
蔵

文
書
）
さ
ま
ざ
ま
な
等
級
や
種
類
の
灯

芯
や
藺
が
ら
が
出
荷
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
判
り
ま
す
。
海
外
で
は
台
湾
へ
も

灯
芯
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
時
期
、
当
地
域
の
農
会
（
農
業

協
同
組
合
の
前
身
）
の
技
手
・
森
田
氏

が
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
茨
城
・

千
葉
県
下
の
他
地
域
栽
培
視
察
に
出
向

い
た
様
子
が
、「
月
刊
安

」
第
六
号

（
同
年
二
月
十
五
日
刊
・
飽
波
昭
和
会
発

行
「
東
安

・
胡
内
郁
治
氏
所
蔵
」）
に

「
視
察
記
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

No.91

大正末～昭和15年頃迄
藺草・灯心製品取引先

地　域 件数 府　県　別 件数
近　畿 62 奈　良　県 2

大　阪　府 5

京　都　府 28

和 歌 山 県 15

兵　庫　県 1

滋　賀　県 7

三　重　県 4

東　海 65 愛　知　県 52

岐　阜　県 13

北　陸 80 福　井　県 20

石　川　県 11

富　山　県 49

四　国 4 香　川　県 2

愛　媛　県 2

中　国 14 広　島　県 2

山　口　県 9

鳥　取　県 3

九　州 7 福　岡　県 7

関　東 8 東　京　府 5

山　梨　県 1

静　岡　県 1

栃　木　県 1

東　北 2 福　島　県 1

秋　田　県 1

北海道 4 札　　　幌 4

海　外 2 台　　　湾 2

合　計 248 248

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭

安

町
記
念
写
真
展
開
催
中

お
問
い
合
せ

安

町
観
光
振
興
・
魅
力
発
信
事

業
実
行
委
員
会
事
務
局

1
57
―
１
５
１
１

役場ホールにてイベント写真

の展示を行なっています。
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相
談
日

7
月
12
日
（
月
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

7
月
人
権
、行
政
相
談
日

毎

　
毎週日曜 朝９時より
安 中学校南側

■主催：ほっと安 朝市実行委員会
■お問い合せ：役場産業課　157－1511
毎月第１日曜日　先着100名様に花の苗などを無料配布しています。

（農地・水・環境保全対策事業への取組）

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます

●　お知らせ ●

タバコ屋の曲がり道 （正面の森は飽波神社） 藺
い

草
ぐさ

刈り

大和川（左は南吐田　中央は中窪田　右に馬場塚） 竹羊羹
たけようかん

売り

―辻本奨之氏所蔵　辻本忠夫氏スケッチ画より―

―大正時代から昭和時代初期―

平城遷都1300年記念特別企画

ふるさと安 ・人々の暮らし（15）
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●
広
報
安

第
４
５
２
号
　
２
０
１
０
年
７
月
１
日
発
行
　
●
発
行
・
編
集
／
安

町
役
場
・
総
務
課
　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５
　
奈
良
県
生
駒
郡
安

町
東
安

９
５
８
番
地
　
1
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１
　
■
印
刷
／
橋
本
印
刷
株
式
会
社

町のうごき（6月１日現在） ■人口　7,954人（前月比６人増）男3,821人　女4,133人　■世帯数　3,290世帯（前月比13世帯増）

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

7月3日（土）
8月7日（土）

「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後２時～２時20分

「大きい子の時間」（５歳～）
午後２時30分～３時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ

¡７月９日（金）
パトカーと写真を撮ろう！

「子ども安全・防犯」
西和警察署と交通安全母の
会の協力により実施
７月は年齢制限がありません。
８月はお休みです。

午前10時20分開始
福祉保健センター３階

工作クラブ

7月28日（水）
午後4時～5時

◎場所：福祉保健センター
２階会議室

◎道具はこちらで用意
いたします。
◎無料です。
お気軽に！

絵本のひろば
どなたでも絵本に興味ある
方、来てください。
子どもが泣いても、おしゃ
べりしても大丈夫。
絵本の読み聞かせ、手遊び
は11時から
7月2日（金）8月6日（金）
午前10時30分～12時
（入退出自由）

福祉保健センター3階
主催　子育てボランティア

Be
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
7

月

雑誌をリサイクルします
●７月から雑誌のリサイクルが始
まります。保管期限が過ぎた雑誌
を毎年この時期にリサイクルさせ
ていただいております。
●７月から11月まで、毎月第１土
曜日より雑誌４誌ずつカウンター
の上に並べますので、ご自由にお
持ち帰りください。予約・取り置
きは承っておりません。

1 2 3 4

親子で絵本作りをしませんか。子どもさんの絵に簡単な言葉を添えて
思い出の１冊を作りましょう。宝物になりますよ。
日　　時 ７月21日（水） 午前11～12時　
場　　所 福祉保健センター２階　和室
対　　象 ３歳以上の幼児と保護者
先　　着 10組
申　　込 ７月16日（金）までにカウンター受付までお申し込みくだ

さい。（電話でも受け付けています）
参加無料 準備するものなどはお尋ねください。

親子でつくる

8月5日（木） 
午後2時～3時 

福祉保健センター視聴覚室 

対象：小学生以上 
　　　先着30名様 
申込：8月4日（水）まで 

見本を図書室に展示しています


